
国土交通省北陸地方整備局３次元測量出来形管理 堰堤工･法面工

急峻な地形条件や厳しい気象条件などから砂防工事ではＩＣＴの活用が進んでいない現状
にあることから、砂防工事で施工する各種構造物において、ＩＣＴを活用した出来形管理を
採用する試みを行った。

【対象工事】
■工事名：Ｈ３０柳谷中流砂防堰堤群その２工事

■工期：H31.3.30～H31.12.6
■発注者：金沢河川国道事務所
■受注者：竹腰永井建設株式会社

■法面工（仮設用モルタル吹付）

・危険な斜面での測量作業及び厚
み管理のせん孔作業や現地立会等
不要となる。

・正確な面積算出及び厚み算出が
可能（図１参照）

図１ （厚み算出イメージ）

■コンクリート堰堤工

・狭隘な高所部での測量及び現地
立会が不要となる。

・構造物の正確な高さ、幅員及びコ
ンクリート立積等が算出可能となる。

図2 (3次元データイメージ）

標定点設置のイメージ

手取川水系牛首川上流の柳谷において、砂防堰
堤４基の施工を行っている。堰堤サイトは川幅が
狭く、渓岸部は崩壊しやすい切り立った法面と
なっていることから施工にあたって安全確保が課
題である。

【３次元測量の工夫】

・現場は急傾斜地で
あるためＵＡＶによる
測量を採用。
工夫として対空標
識を複数箇所設置し、
測量の標定点として
精度確認を行う。
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チャレンジ砂防プロジェクト 導入促進ＷＧ

（金沢河川国道事務所）


